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杉
本
博
司 

ア
ー
ト
の
起
源 

　
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館

で
は
、
11
月
21
日
か
ら
「
杉

本
博
司
　
ア
ー
ト
の
起
源
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
杉
本
博
司
」
と
い
う
現
代

美
術
家
を
紹
介
す
る
展
覧
会
。

通
常
の
展
覧
会
と
は
異
な
り
、

１
つ
の
美
術
館
が
、
一
年
に

わ
た
っ
て
一
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
つ
い
て
４
つ
の
展
覧

会
を
開
催
す
る
世
界
初
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。 

　
杉
本
博
司
と
は
？ 

　
杉
本
博
司
さ
ん
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
動
す

る
現
代
美
術
家
。
水
平
線
を

中
央
に
、
空
と
海
が
上
下
に

半
分
ず
つ
写
さ
れ
た《
海
景
》

シ
リ
ー
ズ
が
特
に
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。「
原
始
人
の
見

て
い
た
風
景
を
、
現
代
人
も

同
じ
よ
う
に
見
る
こ
と
は
可

能
か
」
と
い
う
考
え
の
下
に

制
作
さ
れ
た
こ
の
作
品
群
は
、

世
界
中
で
絶
賛
さ
れ
、
著
名

な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る

Ｕ
２
の
ボ
ノ
が
気
に
入
っ
て

自
分
の
ア
ル
バ
ム
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
に
使
用
し
た
こ
と
で
も
有

名
で
す
。 

　
そ
の
ほ
か
、
写
真
の
性
質

を
利
用
し
て
博
物
館
の
ジ
オ

ラ
マ
展
示
を
撮
影
し
、
い
か

に
も
生
き
て
い
る
よ
う
に
表

現
し
た
《
ジ
オ
ラ
マ
》
シ
リ

ー
ズ
、
映
画
館
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
向
か
っ
て
カ
メ
ラ
を
構

え
、
映
画
の
は
じ
め
か
ら
終

わ
り
ま
で
１
本
分
の
光
を
一

枚
の
写
真
に
収
め
た《
劇
場
》

シ
リ
ー
ズ
、
京
都
の
三
十
三

間
堂
で
１
０
０
１
体
の
千
手

観
音
を
撮
影
し
た《
仏
の
海
》

シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
写
真
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
を
追
究
し
、
考

え
抜
か
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
と

最
高
の
技
術
で
生
み
出
さ
れ

た
美
し
く
も
力
強
い
作
品
は
、

人
々
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
、
世
界
の
優
れ
た
芸

術
家
に
贈
ら
れ
る
高
松
宮
殿

下
記
念
世
界
文
化
賞
を
「
絵

画
」
部
門
で
受
賞
、「
写
真
」

が
芸
術
と
し
て
認
め
ら
れ
た

記
念
す
べ
き
出
来
事
と
し
て

注
目
を
集
め
ま
し
た
。 

　
ア
ー
ト
の
起
源 

　
軈
今
、
読
め
な
い
先
を
見

る
た
め
に
は
、
振
り
返
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
き
た

の
だ
軋
い
つ
の
時
代
も
優
れ

た
芸
術
は
、
未
来
へ
つ
な
が

る
新
し
い
道
を
切
り
開
い
て

き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
こ
の

悩
め
る
時
代
、
ア
ー
ト
は
む

し
ろ
過
去
を
振
り
返
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ー
ト
の

起
源
を
た
ど
る
こ
と
で
見
え

て
く
る
も
の
―
―
そ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
人
間
の
意
識

の
起
源
で
は
な
い
か
、
そ
こ

に
こ
そ
今
を
生
き
る
ヒ
ン
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

杉
本
さ
ん
は
言
い
ま
す
。 

　
意
識
の
起
源
を
さ
か
の
ぼ

っ
た
杉
本
さ
ん
は
、
わ
た
し

た
ち
の
心
の
最
も
奥
底
に
根

ざ
す
も
の
と
し
て
「
科
学
」

「
建
築
」「
歴
史
」「
宗
教
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
つ

け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
４
つ
を

展
覧
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
杉
本
博
司
　
ア
ー
ト
の
起

源
」
は
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
有
名
な
作
品
を 

　
見
る
チ
ャ
ン
ス
！ 

　
杉
本
さ
ん
は
世
界
中
で
よ

く
知
ら
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

で
す
が
、
日
本
の
美
術
館
で

の
個
展
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
特
に
代
表
的
な
シ

リ
ー
ズ
を
回
顧
す
る
展
覧
会

は
、
２
０
０
５
年
に
東
京
で

開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
続
き
、

本
展
が
西
日
本
初
開
催
で
す
。

今
回
は
、
４
展
覧
会
す
べ
て

で
新
作
が
披
露
さ
れ
ま
す
。 

　
日
本
が
誇
る
杉
本
芸
術
を

堪
能
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
お

見
逃
し
な
く
。 

→ＦＲＩＥＮＤ募集など、お得な情報満載のホームページ http://mimoca.org もご覧ください。 ●ＭＩＭＯＣＡホームページ／猪熊画伯のギャラリーや展覧会情報、ワークショップやＭＩＭＯＣＡ→ 

た
ん 

の
う 

右：《カリブ海、ジャマイカ》 
　　1980 

上：《類人猿》1994 

左：《放電場 128》 2009 

All Images 狡Hiroshi Sugimoto/ 
Courtesy of Gallery Koyanagi

限 定 販 売！ 
オリジナル丸亀うちわ 

＆和三盆 

「せんぷうき」制作中の杉本博司さん 

市民特別市民特別サポーター募集募集 

展覧会展覧会をみんなで応援応援しよう！ 

市民特別サポーター募集 

杉本博司  アートの起源 
“一年まるごと杉本博司” 

展覧会をみんなで応援しよう！ 

　杉本博司さんが考えたオリジナルうちわ 
と和三盆をミュージアムショップで期間限 
定販売します。その名も 
「せんぷうき」と「五輪の 
糖」。お楽しみに！ 

　「杉本博司杉本博司 アートの起源起源」展をより多
くの人に見てもらえるよう、周知周知に協力協力い
ただくサポーターを募集を募集します。限定限定バッ

ジ贈呈贈呈や観覧割引観覧割引、抽選抽選
会など特典特典もいろいろ。 
　申　申し込みは、美術館美術館（蘂
24-775524-7755）。 

　「杉本博司 アートの起源」展をより多
くの人に見てもらえるよう、周知に協力い
ただくサポーターを募集します。限定バッ

ジ贈呈や観覧割引、抽選
会など特典もいろいろ。 
　申し込みは、美術館（蘂
24-7755）。 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

蘰冬「科学」──────── 
　11月21日豸～平成23年2月20日豸 
　（年末休館：12月25日～31日） 
オープニングイベント 
蘆安藤洋子ダンスパフォーマンス 
蘆トークショウ 杉本博司×安藤洋子 
　11月21日豸午後7時半 

蘰春「建築」──────── 
　平成23年3月6日豸～5月15日豸 

蘰夏「歴史」──────── 
　平成23年5月29日豸～8月21日豸 

蘰秋「宗教」──────── 
　平成23年8月28日豸～11月6日豸 
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　「
乗
車
！
」「
放
水
始
め
！
」。
午
後

８
時
半
を
過
ぎ
、分
団
員
の
大
き
な
声

が
南
消
防
署
の
敷
地
内
に
響
き
ま
す
。 

　
11
月
12
日
に
愛
知
県
蒲
郡
市
で
開

催
さ
れ
る
第
22
回
全
国
消
防
操
法
大

会
の
ポ
ン
プ
車
の
部
門
に
、
垂
水
校

区
の
消
防
団
第
12
分
団
（
尾
松
春
良

分
団
長
）
が
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。 

　
大
会
は
、
全
国
か
ら
ポ
ン
プ
車
の

部
24
隊
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
24
隊
が

参
加
し
、
火
災
現
場
を
想
定
し
た
規

定
の
操
法
を
、
１
隊
６
人
の
分
団
員

が
、
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
、
標
的
と
な

る
火
点
に
放
水
し
て
、
撤
収
す
る
ま

で
の
、
動
作
の
正
確
さ
や
速
さ
を
競

い
ま
す
。 

　
同
分
団
は
、
全
国
大
会
で
上
位
入

賞
を
目
標
に
、
４
月
12
日
か
ら
操
法

訓
練
を
開
始
し
、
６
か
月
間
で
、
延

べ
１
０
０
日
を
超
え
た
そ
う
で
す
。

出
場
す
る
団
員
は
、
操
作
に
要
す
る

時
間
を
１
秒
で
も
縮
め
よ
う
と
、
訓

練
が
終
わ
っ
た
後
も
、
一
歩
一
歩
の

足
の
運
び
や
、
操
作
順
序
を
確
認
し

て
い
ま
し
た
。
選
手
の
今
田
靖
夫
さ

ん
硅
は
、
「
団
員
、
操
作
員
、
指
導
員

一
丸
で
、
初
期
の
目
標
が
達
成
で
き

る
よ
う
訓
練
を
し
て
き
た
。
訓
練
で

得
た
自
信
で
、
本
番
に
臨
み
た
い
」

と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇ 

　
県
内
の
消
防
団
が
操
法
技
術
を
競

う
県
消
防
操
法
大
会
が
９
月
12
日
、

県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
、
市
消
防

団
代
表
の
第
17
分
団
（
飯
山
町
・
古

竹
義
弘
分
団
長
）
が
準
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
古
竹
分
団
長
は
「
団
員

一
丸
と
な
り
連
日
連
夜
訓
練
を
重
ね
、

技
術
を
磨
い
て
き
た
結
果
」
と
振
り

返
り
ま
し
た
。 

消
防
団
躍
進 

１２
分
団
全
国
へ

分
団
全
国
へ 

１７
分
団
県
準
優
勝

分
団
県
準
優
勝 

１２
分
団
全
国
へ 

１７
分
団
県
準
優
勝 

ナイター照明の中、訓練に励む12分団の選手ら 

　
防
災
行
政
無
線
の
動
作
確
認
の
た

め
、
11
月
８
日
か
ら
、
施
設
ご
と
に

サ
イ
レ
ン
を
７
秒
間
鳴
ら
し
て
点
検

し
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
前
に

は
、
備
え
付
け
の
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
防
災
行
政
無
線
は
、
大
き
な
災
害

時
に
電
話
回
線
が
途
絶
え
て
も
、消
防

本
部
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
の
通
信
回
線
を
確
保
し
、サ
イ
レ

ン
で
の
避
難
勧
告
や
緊
急
地
震
速
報

な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
設
備
で
す
。 

　
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
定

期
的
な
保
守
点
検
が
必
要
で
す
。
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
危
機
管
理

課
か
最
寄
り
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ
。 

消 防 本 部 
危機管理課 
蘂25-4006

11月8日から 

サイレン 
吹鳴点検 

インフルエンザをインフルエンザを 
予防しよう予防しよう 
インフルエンザをインフルエンザを 
予防しよう予防しよう 
インフルエンザを 
予防しよう 

消防本部 
予 防 課 
蘂25-4004

火
災
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
備
え 

新
園
舎
完
成

新
園
舎
完
成 

新
園
舎
完
成 

　
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
今

年
の
統
一
標
語
は
「
『
消
し
た
か
な
』

あ
な
た
を
守
る
　

合
言
葉
」で
す
。
暖

房
器
具
を
使
い
始
め
る
家
庭
が
多
く

な
る
こ
の
時
期
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
９

月
末
ま
で
に
、
36
件
の
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。原
因
別
で
は
、１
位
が

放
火（
疑
い
を
含
む
）の
９
件
、
２
位

が
、
た
き
火（
焼
却
火
）８
件
、
３
位

が
、
コ
ン
ロ
４
件
で
す
。
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
火
災
の
早
期
発
見
に
有
効
な
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
ま
す
。
ま
だ
の
家
庭
は
、
早
目
に

設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

消防本部 
総 務 課 
蘂25-4003

流行に備えて 
　
昨
年
の
冬
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
現
在
沈
静

化
し
て
い
る
も
の
の
、
一
部
の
地
域

で
は
断
続
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を
早
目
に

行
い
、
感
染
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

 

　

予
防
接
種
を
開
始 

 

　
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
（
季
節
性
と
新
型
の
混
合
ワ
ク
チ

ン
）
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
（
混
合
ワ
ク
チ
ン
か
新
型
ワ
ク

チ
ン
２
種
類
の
計
３
種
か
ら
選
択
）

が
、
各
実
施
医
療
機
関
で
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
今
季
は
、
従
来
の
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
予
想
さ

れ
る
た
め
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

※
混
合
ワ
ク
チ
ン 

　
季
節
性
ワ
ク
チ
ン
の
中
に
新
型
ワ

ク
チ
ン
が
入
っ
た
も
の
で
、
両
方
に

効
果
が
あ
る 

 

　

予
防
の
基
本 

 

蘆
手
洗
い
、 

　
う
が
い 

蘆
室
内
の

　
湿
度
を 

　
50
〜
60

�
謾
に
保
つ 

蘆
十
分
な
休
養
と
栄
養
を
摂
る 

蘆
せ
き
が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
用 

蘆
人
込
み
を
な
る
べ
く
避
け
る 

 

　

申
請
で
無
料
に 

 

　
生
活
保
護
か
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
、
事
前
申
請
で
接
種
費
用
が

無
料
に
な
り
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
セ
ン

タ
ー
か
綾
歌
・
飯
山
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
、
本
島
・
広
島
市
民
セ
ン
タ
ー

の
い
ず
れ
か
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
予
防
接
種
の
実
施
医
療
機

関
な
ど
詳
し
く
は
、
広
報
丸
亀
10
月

号
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
健
康
課
へ
（
14
謨
に
関
連

記
事
を
掲
載
）。 

 

児童課蘂24-8808

健康課 蘂24-8806

　
耐
震
改
築
に
よ
り
、
1
月
か
ら
約
8
か
月
か
け
て
城
南
保
育
所
の
新
園
舎

が
完
成
し
ま
し
た
。
同
保
育
所
で
は
、
9
月
２１
日
か
ら
使
用
を
開
始
し
、
新

た
な
保
育
生
活
が
ス
タ
ー
ト
。
こ
こ
で
、
新
園
舎
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。 

●
園
児
の
安
全 

　
調
理
室
に
、
ド
ラ
イ
方
式
の
床
や

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

採
用
し
、
衛
生
的
で
安
全
な
給
食
を

提
供
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
緊
急
時
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。 

●
の
び
の
び
と
し
た
保
育
環
境 

　
園
舎
中
央
に
あ
る
広
々
と
し
た
テ

ラ
ス
は
、
一
番
の
魅
力
で
す
。 

ほ
か
に
も
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム

や
雨
水
を
貯
め
る

貯
水
タ
ン
ク
、
一

部
の
テ
ラ

ス
に
芝
生

を
植
え
る

な
ど
快
適

な
環
境
の

下
、
ゆ
と
り
の
あ
る
空
間
が
特
徴
で

す
。 

●
保
護
者
と
の
交
流
の
場 

　
多
様
な
保
育
に
対
応
で
き
る
よ
う

「
一
時
保
育
室
」
や
「
子
育
て
相
談

室
」、「
０
歳
児
の
保
育
室
」
な
ど
を

設
置
。「
絵
本
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、
本

の
貸
し
出
し
な
ど
充
実
し
た
保
育
サ

ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

　

地
域
と
と
も
に
歩
む 

　
今
年
で
58
周
年
を
迎
え
た
城
南
保

育
所
。
新
園
舎
に
変
わ
っ
て
も
元
気

な
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
人
々
と

と
も
に
、
１
０
０
周
年
へ
向
け
て
気

持
ち
を
新
た
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い

き
ま
す
。 

保
護
者
会
会
長
　
川
内

浩
一
さ
ん

　  

新
園
舎
で
 

初
エ
イ
サ
ー
 

テープカットや 
ハトでお祝い 

※ 



　環境保全率先実行計画とは 
　国が定めた「地球温暖化対

策の推進に関する法律」に基

づいて、市は平成19年に「環

境保全率先実行計画」を策定

しました。18年度を基準とし

て、23年度までの５か年で電

気使用量やガソリン使用量な

どを削減する計画です。 

　市役所だけでなく、幼稚園

や小中学校を含む市のすべて

の施設を対象とし、率先して

環境に配慮した行動を実行し

ます。 

　平成21年度実績報告 
　21年度は基準年度と比べて、

都市ガス・ガソリン・軽油、

水道水使用量は減少したもの

の、電気、ＬＰＧ（液化石油

ガス）、灯油・Ａ重油、用紙使

用量、可燃ゴミ排出量が増加

しました。 

　市ホームページに詳しい状

況を掲載しています。 

　目標達成に向けて 
　昼休みや超過勤務時の不要

な照明の消灯、市庁舎内で使

用する消耗品の管理共有など、

すべての項目の目標達成に努

めます。 
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児 童 課 
蘂24-8808

市　民　課 
蘂24-8945 
日本年金機構 
善通寺年金事務所 
蘂62-1660

あ
し
た
の
安
心
安
心
の
た
め
に 

あ
し
た
の
安
心
の
た
め
に 

〜
11
月
は
「
ね
ん
き
ん
」
月
間
月
間
〜 

〜
11
月
は
「
ね
ん
き
ん
」
月
間
〜 

基準年度 
（平成18年度） 項　　目 平成19年度 

実　績 
平成20年度 
実　績 

平成21年度 
実　績 

平成23年度 
目　標 

《平成21年度実績と目標達成度》（抜粋） 

電気使用量 32,097,051
（kWh） 

149,171

21,373,014

31,127,391
（▲3％） 

154,470
（＋4％） 

20,835,838
（▲3％） 

31,420,566
（▲2％） 

151,457
（＋2％） 

20,967,158
（▲2％） 

32,422,126
（＋1％） 

146,566
（▲2％） 

21,484,136
（＋1％） 

▲2％ 

▲4％ 

▲2％ 

ガソリン使用量 
（褄） 

温室効果ガス排出量 
（二酸化炭素換算）（㎏） 

　
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け
、
命
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー

ス
を
目
に
し
て
も
、
ど
こ
か
遠
い
所
の
出
来
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
児
童
虐
待
を
わ

た
し
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

１１月１２日貊～ 
　　　２５日貅  「女性に対する暴力をなくす運動」 

年金相談の 
　　お知らせ 

【相談連絡先】 
■市児童課 女性相談　蘂23-2201 
■香川県警察総合相談センター 
　蘂087-831-0110（＃9110／短縮ダイヤル） 
■かがわ男女共同参画相談プラザ　蘂087-832-3198 
■配偶者暴力相談支援センター 
　蘂087-835-3211　来所相談可（要予約） 

　配偶者からの暴力、性犯罪、セクシュア

ル・ハラスメント、ストーカー行為など女

性の人権を著しく侵害する暴力は、男女共

同参画社会の実現に向けた重要な課題で、

根絶しなければなりません。 

　一人で抱え込まずに、勇気を出して相談

してください。 

日　時　11月25日貅 
　　　　午前10時～午後4時 
場　所　市役所本館1階　南会議室 
※年金手帳や免許証などの本人確認が
　できる物を持参してください。 
問い合わせ　日本年金機構善通寺年金
　　　　事務所 蘂62-1660

取り組んでいます！ 

市の施設も環境保全 

 

取り組んでいます！ 

市の施設も環境保全 

 環境課 蘂24-8836

　
公
的
年
金
は
、
老
後
や
病
気
や
け

が
な
ど
で
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ

た
と
き
に
世
代
を
超
え
て
支
え
合
う

制
度
で
す
。
身
近
で
大
切
な
年
金
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
ど
ん
な
人
が
加
入
す
る
の 

　
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
は
、
学
生
や
無
職
の
人
も

含
む
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。 

　
届
け
出
を
忘
れ
ず
に 

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
市
役
所
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。 

①
20
歳
に
な
っ
た
と
き（
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
加
入
者
を
除
く
） 

②
会
社
を
退
職
し
た
と
き
（
扶
養
し

て
い
る
配
偶
者
が
い
る
場
合
は
、
夫

婦
で
手
続
き
を
） 

③
離
婚
や
配
偶
者
の
退
職
な
ど
で
扶

養
か
ら
外
れ
た
と
き 

　
保
険
料
は
い
く
ら 

　
月
額
１
万
５
１
０
０
円
（
平
成
22

年
度
分
）
で
す
。
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
早
目
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
な
ど
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
で
す
。
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」
の
は
が
き
は
年
末
調
整
や

確
定
申
告
に
必
要
で
す
。
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
虐
待
の
現
状 

　
平
成
21
年
度
に
県
西
部
こ
ど
も
相

談
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
た
、
市
で
の

児
童
虐
待
件
数
は
、
身
体
的
虐
待
38

件
、性
的
虐
待
２
件
、心
理
的
虐
待
17

件
、
ネ
グ
レ
ク
ト
42
件
の
合
計
99
件

で
、
前
年
度
の
55
件
と
比
べ
１
・
８

倍
に
増
え
て
い
ま
す
。 

◆
虐
待
に
気
づ
い
て
く
だ
さ
い 

　
小
さ
な
子
ど
も
は
、
自
分
か
ら
虐

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
ま

せ
ん
。 

　
▽
ど
な
り
声
が
頻
繁
に
聞
こ
え
、

子
ど
も
が
泣
き
続
け
て
い
る
（
泣
き

声
だ
け
の

時
も
注
意

し
て
）
▽

夜
遅
く
に

子
ど
も
だ
け
で
外
に
い
る
（
何
も
持

た
ず
に
徘
徊
し
て
い
る
）
▽
家
に
帰

り
た
が
ら
な
い
（
友
だ
ち
が
み
ん
な

帰
っ
て
い
る
の
に
）
▽
表
情
が
暗
く
、

お
ど
お
ど
し
て
い
る
（
こ
の
前
ま
で

明
る
か
っ
た
の
に
）
―
―
な
ど
、
虐

待
は
少
し
の
目
配
り
で
見
つ
け
ら
れ

ま
す
。 

◆
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

　
周
囲
で

虐
待
が
疑

わ
れ
る
事

実
を
知
っ

た
と
き
は
、

躊
躇
せ
ず

に
相
談
窓

口
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
虐

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
い
な
く

て
も
、
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
通

報
者
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
10
人
以
上
が
参
加
見
込
み

の
会
へ
児
童
虐
待
予
防
の
出
前
講
座

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習

課
（
蘂
２
４
―
１
３
９
２
）。 

◆
虐
待
し
な
い
た
め
に 

　
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
県
や
市
の
相

談
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
一
人
で

不
安
に
な

っ
た
ら
、

地
域
の
子

育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
広
場
な
ど
で
、

同
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん

た
ち
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
案
外
、

だ
れ
も
が
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
っ

て
い
て
、
肩
の
荷
が
下
り
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

【
子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談
】 

■
市
児
童
課
　
家
庭
児
童
相
談
室 

　
蘂
2
3
―
2
2
0
1 

■
西
部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
（
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
内
） 

　
蘂
2
4
―
3
1
7
3 

■
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
蘂
0
8
7
―
8
6
2
―
4
1
5
2

ち
ゅ
う 

ち
ょ 

は
い 

か
い 



89

　
歳
入
歳
出
決
算 

　
平
成
21
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
は
、

前
年
と
比
べ
62
億
６
６
０
７
万
円
増

の
４
４
１
億
９
６
３
０
万
円
で
し
た
。

臨
時
交
付
金
な
ど
の
国
か
ら
の
歳
入

が
24
億
２
７
４
２
万
円
の
増
、安
全
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
に
合
併
特
例
債
を

活
用
し
た
た
め
市
債（
借
入
金
）が
45

億
９
４
２
０
万
円
の
増
に
な
り
ま
し

た
。ま
た
、ナ
イ
タ
ー
レ
ー
ス
開
催
な

ど
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
競

艇
事
業
か
ら
繰
入
金
２
億
円
（
20
年

度
は
１
億
円
）が
確
保
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、景
気
の
低
迷
で
市
税
収
入
は
、

６
億
４
４
５
４
万
円
減
り
ま
し
た
。 

　
一
方
、
歳
出
は
前
年
度
と
比
べ
65

億
５
５
３
万
円
増
の
４
３
１
億
２
２

９
１
万
円
で
し
た
。
健
全
な
財
政
運

営
に
向
け
、
事
業
の
見
直
し
や
改
善

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
社
会
保
障
費

の
増
加
や
大
型
建
設
事
業
が
集
中
し

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。 

　
性
質
別
の
決
算
状
況 

●
人
件
費
　
定
年
退
職
な
ど
で
職
員

数
が
減
り
、
前
年
度
と
比
べ
12
億
７

４
０
万
円
減 

●
扶
助
費
　
高
齢
化
の
進
展
や
生
活

保
護
対
象
者
の
増
加
で
、
前
年
度
と

比
べ
４
億
１
１
１
３
万
円
増 

●
投
資
的
経
費
　
小
中
学
校
ト
イ
レ

の
洋
式
化
や
公
共
施
設
の
耐
震
化
、

高
潮
対
策
や
主
要
幹
線
道
路
の
整
備

な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
51
億
９
３

６
８
万
円
増 

　
市
債（
借
入
金
）の
状
況 

　
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、
新
消
防

庁
舎
施
設
整
備
や
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
新
築
整
備
な
ど
大
型
事
業
を
行

い
、
一
般
会
計
の
市
債
が
前
年
度
と

比
べ
50
億
６
０
３
４
万
円
増
え
ま
し

た
。合
併
特
例
債
は
元
利
償
還
金（
借

入
金
返
済
）
の
７
割
、
臨
時
財
政
対

策
債
は
全
額
が
地
方
交
付
税
措
置
さ

れ
ま
す
。 

　
財
政
健
全
化
法
で
地
方
公
共
団

体
の
財
政
の
健
全
性
を
示
す
指
標

と
し
て
、
健
全
化
判
断
比
率
と
公

営
企
業
会
計
を
対
象
と
し
た
資
金

不
足
比
率
の
公
表
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
健
全
化
判
断
比
率
の
４
指
標
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
１
つ
で
も
早
期

健
全
化
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合

に
は「
財
政
健
全
化
計
画
」を
、
資

金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準

以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
「
経
営

健
全
化
計
画
」
を
策
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く
市

の
健
全
化
判
断
比
率
は
、
す
べ
て

の
指
標
で
基
準
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
＝
左
表
参
照
＝
。
ま
た
、

資
金
不
足
比
率
は
競
艇
事
業
や
水

道
事
業
な
ど
４
つ
の
公
営
企
業
会

計
す
べ
て
で
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、

市
の
財
政
状
況
は
良
好
な
状
態
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
し
か
し
、
今
後
も
引
き
続
き
厳

し
い
財
源
確
保
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
よ
り
一
層
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

〈
4
指
標
〉 

①
実
質
赤
字
比
率
　
一
般
会
計
な

ど
の
赤
字
の
程
度 

②
連
結
実
質
赤
字
比
率
　
市
の
す

べ
て
の
会
計
の
収
支
を
合
わ
せ
た

地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
赤
字
の

程
度 

③
実
質
公
債
費
比
率
　
市
債
や
そ

れ
に
準
じ
る
負
担
が
、市
税
な
ど
の

標
準
的
な
収
入
に
占
め
る
割
合 

④
将
来
負
担
比
率
　
一
般
会
計
な

ど
が
将
来
に
負
う
実
質
的
な
負
担

の
程
度 

財 政 課  
蘂24-8803

財
政
改
善
で
健
全
な
段
階
を
維
持 
財
政
改
善
で
健
全
な
段
階
を
維
持 

平成21年度 
決算 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
、
財
政
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

す
べ
て
の
指
標
の 

基
準
を
ク
リ
ア 

歳入 歳出 
431億 
2291万円 

79,042円 

441億 
9630万円 

義務
的

経
費

投
資
的
経
費

そ

の
他 経 費

●市債の現況（平成21年度末現在高） ●市有財産などの現況 
　（平成21年度末現在） 

（単位：円） 

（単位：円） 

●特別会計 

①一般会計 

②特別会計 

（単位：円） ③企業会計 

（平成22年4月1日現在の人口110,486人で計算） 
中央学校給食センター 

基金の状況（貯金にあたるお金） 

市民1人当たり 

会　　計　　名 歳入総額 

区　　分 償還残高 

歳出総額 差引額 

国民健康保険特別会計 

国民健康保険診療所特別会計 

公共下水道特別会計  

農業集落排水特別会計 

駐 車 場 特 別 会 計  

老 人 保 健 特 別 会 計  

後期高齢者医療特別会計 

介 護 保 険 特 別 会 計  

介護保険サービス特別会計 

養護老人ホーム特別会計 

110億1474万 

1億  803万 

30億9622万 

1億1915万 

1億6594万 

1647万 

11億  646万 

60億9086万 

7880万 

1億4086万 

土 木 債  

教 育 債  

総 務 債  

衛 生 債  

民 生 債  

消 防 債  

農 林 水 産 業 債  

減 収 補 て ん 債  

減 税 補 て ん 債  

臨時税収補てん債 

臨時財政対策債 

災 害 復 旧 債  

合　　計 

68億7638万 

73億8123万 

27億5599万 

13億2918万 

6億5099万 

34億4412万 

6億6409万 

1億7800万 

21億3837万 

3億 72万 

102億7471万 

1億 33万 

360億9411万 

区　　分 償還残高 

公共下水道事業債 

農業集落排水事業債 

駐車場整備事業債 

国民健康保険診療所事業債 

合　　計 

155億9131万 

13億3354万 

1億  463万 

4452万 

170億7400万 

区　　分 償還残高 

水 道 事 業 債  

競 艇 事 業 債  

合　　計 

89億9049万 

28億8028万 

118億7077万 

114億4673万 

1億  803万 

30億7854万 

1億1888万 

1億6594万 

1647万 

11億  360万 

60億6706万 

7880万 

1億4086万 

▲4億3199万 

0 

1768万 

27万 

0 

0 

286万 

2380万 

0 

0 

■健全化判断比率 

健全化判断比率 

実 質 赤 字 比 率  

連 結 実質赤字比率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

丸亀市 

赤字なし 

赤字なし 

10.9% 

84.7%

 

12.19% 

17.19% 

25% 

350%

 

20% 

40% 

35%

早期健全化 
基　準 

財政再生 
基　準 

種　　別 保有量 

土 地  
（うち共有林） 

建 物  

出資による権利 

債 権  

基 金  

有 価 証 券  

6,544,164裃 
（1,030,444裃） 

466,013裃 

13億2183万円 

6億7180万円 

87億3300万円 

2億4026万円 

※土地・建物には、市庁舎、消防施設、
　学校、幼稚園、公営住宅、保育所、山
　林などが含まれています。  

人件費 
81億3319万円 

18.9％ 市　税 
141億1656万円 

31,9％ 
扶助費 

63億6575万円 
14.8％ 

市　債 
79億9720万円 

18.1％ 

国庫支出金 
64億6887万円 

14.6％ 

地方交付金 
63億4629万円 

14.4％ 

公債費 
34億3510万円 

8.0％ 

投資的経費 
98億8619万円 

22.9％ 

補助費等 
53億2195万円 

12.3％ 

物件費 
44億1510万円 

10.2％ 
繰出金 

41億1317万円 
9.5％ 

県支出金 
21億230万円 

4.8％ 
諸収入 

18億7114万円  4.2％ 

地方消費税交付金 
10億546万円  2.3％ 

使用料及び手数料 
8億6343万円  2.0％ 分担金及び負担金 

7億1544万円  1.6％ 
地方譲与税ほか 
27億961万円  6.1％ 

積立金ほか 
14億5246万円 

3.4％ 

（単位：円） 



６８ 

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
長
年
、
食
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
る
佐
藤
さ
ん
。
季
節

の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理

や
、
飯
野
山
の
初
雪
に
見
立

て
て
作
っ
た
和
菓
子
の
落
雁

は
プ
ロ
並
み
の
腕
前
で
す
。

「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
。
食
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な

い
こ
と
が
元
気
の
源
で
す
」と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

佐
藤
　
智
惠
子
さん 

（
飯
野
町
東
分
・
８１
歳
） 

　
僕
た
ち
は
、
木
・
土
・
日
曜

の
週
３
回
、
飯
山
町
内
の
体
育

館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
３
月
の
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
で
優
勝

し
、
８
月
の
四
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
す
る

な
ど
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
の
目
標
は
、
12
月
に
行

わ
れ
る
全
国
大
会
の
予
選
に
向

け
て
自
分
か
ら
考
え
、行
動
し
、

常
に
攻
め
気
の
バ
ス
ケ
を
目
指

し
て
が
ん
ば
る
こ
と
で
す
。 

〈
連
絡
先
〉
花
田
和
広
（
飯
山

町
・
蘂
9
8
―
7
4
9
4
） 

飯
山
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
男
子
） 

我
が
ま
ち
は
我
が
手
で 

我
が
ま
ち
は
我
が
手
で 

地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

笨 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

川
西
町
南
　
岩
崎
　
正
朔
さん 

川
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

　
川
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
市
の
自

治
基
本
条
例
に
定
め
ら
れ
た
「
ま
ち

づ
く
り
の
主
役
」
の
一
員
と
し
て
、

地
域
自
立
に
よ
る
共
助
社
会
に
向
け

て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

●
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り 

　
民
生
委
員
や
福
祉
マ
マ
を
中
心
に

「
要
援
護
者
支
援
隊（
仮
称
）」
を
結

成
し
、
災
害
時
に
孤
立
し
て
し
ま
う

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。 

●
イ
ベ
ン
ト
で
世
代
間
交
流 

　
１
０
０
０
人
を
超
え
る
人
で
に
ぎ

わ
う
夏
祭
り
。
交

通
安
全
活
動
と
連

携
し
た
も
ち
つ
き

大
会
。
市
制
１
０

０
周
年
記
念
に
始

め
た
健
康
ウ
オ
ー

ク
。
地
域
の
食

材
を
使
っ
て
作

る
い
も
炊
き
大

会
。
一
年
を
通

じ
て
行
わ
れ
る

様
々
な
イ
ベ
ン

ト
で
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
深
ま
り
ま
す
。 

●
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り 

　
市
内
で
一
番
早
く
設
立
し
た
自
主

防
災
会
も
今
年
で
10
年
目
。
減
災
訓

練
や
情
報
伝
達
、
備
蓄
食
品
や
資
機

材
の
整
備
な
ど
地
域
を
挙
げ
て
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、「
防
災
ま
ち
づ

く
り
大
賞
・
総
務
大
臣
賞
」「
平
成
防

災
功
労
者
・
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を

受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
光

栄
で
我
が
ま
ち
の
誇
り
で
す
。 

　
川
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
共
助
社

会
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
地
道
に
取
り
組
み
を
続
け
ま
す
。 

１０ 

ら
く 

が
ん 

１１ 

まち・むら・しま笵 

文政城下図文政城下図 文政城下図 

港
界
隈
の
町
々 

　
城
下
町
丸
亀
は
、
産
業
の
発
達
や

金
毘
羅
参
詣
の
隆
盛
を
背
景
に
港
町

と
し
て
も
発
展
し
た
。
商
業
地
化
し

た
西
平
山
か
ら
浜
町
・
福
島
町
一
帯

は
、
江
戸
後
期
に
繁
栄
し
た
。
文
政

城
下
図
に
は
現
在
の
丸
亀
駅
近
辺
一

帯
が
、
西
汐
入
川
河
口
部
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
。
福
島
町
は
橋
で
つ
な

が
れ
た
文
字
通
り
島
で
あ
っ
た
。
浜

町
は
、
福
島
の
橋
を
挟
ん
だ
南
に
面

し
、
東
西
の
通
り
に
沿
っ
て
い
た
。

正
保
絵
図
で
は
西
側
の
一
部
が
「
古

町
」
と
記
さ
れ
、
早
く
か
ら
形
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後

の
元
禄
城
下
図
で
は
、
北
西
部
が
埋

め
立
て
ら
れ
、
御
船
入
・
御
船
蔵
な

ど
の
藩
施
設
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。 

　
港
に
隣
接
し
た
浜
町
は
、
西
平
山

町
と
と
も
に
商
業
の
中
心
地
と
し
て

発
展
し
た
。
天
保
期
の
「
丸
亀
繁
昌

記
」
に
は
、
干
鰯
な
ど
の
市
で
に
ぎ

わ
う
町
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

明
治
４
年
の
城
下
問
屋
株
所
有
者
35

軒
の
う
ち
13
軒
が
当
町
で
あ
っ
た
。

「
西
讃
府
志
」
に
は
、
家
数
83
、
人

数
３
１
１
の
記
載
が
あ
る
。
三
浦
と

と
も
に
加
子
役
を
負
担
し
た
た
め
棒

役
は
免
除
さ
れ
た
が
、
役
負
担
の
機

会
は
な
く
、
享
保
14
年
（
１
７
２
９

年
）
の
御
触
れ
で
、
御
船
下
げ
な
ど

の
人
足
や
出
火
時
の
御
船
手
詰
人
足

を
課
さ
れ
た
。
丸
亀
藩
を
モ
デ
ル
に

し
た
と
さ
れ
る
丸
海
藩
の
物
語
「
孤

宿
の
人
」（
宮
部
み
ゆ
き
著
）
は
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
小
説
の
よ
う

な
大
火
が
起
き
た
際
に
は
大
動
員
が

か
か
る
所
で
あ
る
。 

 

新
し
い
町
　
福
島
町 

　
西
汐
入
川
河
口
部
を
挟
ん
で
東
に 

西
平
山
町
と
、
南
に
浜
町
と
面
し
た

の
が
福
島
町
で
あ
る
。

文
政
城
下
図
で
は
、

現
在
の
丸
亀
駅
東
側

に
位
置
し
た
橋
で
、

南
の
浜
町
と
つ
な
が

っ
て
い
た
。
こ
の
橋

を
福
島
橋
と
い
い
、

町
名
は
橋
の
名
に
由

来
す
る
。
丸
亀
駅
一

帯
は
明
治
末
期
か
ら

大
正
初
期
の
埋
立
事
業
で
福
島
と
地

続
き
と
な
り
、
新
町
が
誕
生
し
た
。

福
島
橋
は
長
さ
15
間
５
尺
、
西
汐
入

川
が
外
堀
と
つ
な
が
っ
て
い
た
た
め
、

橋
下
に
番
所
が
置
か
れ
た
。
橋
の
架

け
替
え
や
修
築
が
町
負
担
と
さ
れ
た

た
め
、
間
役
銀
と
棒
役
は
免
除
さ
れ

た
。 

　
福
島
町
は
城
下
14
町
の
う
ち
、
最

も
新
し
く
成
立
し
た
町
で
あ
る
。
当

地
は
中
須
賀
と
呼
ば
れ
、
北
に
瀬
戸

内
海
、
東
と
南
を
西
汐
入
川
に
囲
ま

れ
た
州
で
あ
っ
た
が
、
延
宝
元
年（
１

６
７
３
年
）
、
こ
の
地
に
拠
っ
た
16

人
の
船
大
工
が
藩
の
許
可
を
得
て
移

住
し
た
の
を
契
機
に
町
が
形
成
さ
れ

た
。
元
禄
16
年
（
１
６
９
３
年
）
に

書
か
れ
た
町
の
由
来
書
に
よ
れ
ば
、

貞
享
元
年
（
１
６
８
４
年
）
か
ら
家

の
建
築
が
始
ま
り
、
同
４
年
（
１
６

８
７
年
）
に
惣
井
戸
が
掘
ら
れ
、
元

禄
元
年
（
１
６
８
８

年
）
に
弁
財
天
宮
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。

中
須
賀
は
浜
町
に
所

属
し
た
が
、
元
禄
４

年
（
１
６
９
１
年
）、

浜
町
と
の
間
に
福
島

橋
が
架
設
さ
れ
、
２

年
後
の
同
６
年
（
１

６
９
３
年
）
に
福
島

町
と
し
て
独
立
し
た
。 

　
町
の
成
立
か
ら
程
な
い
元
禄
、
城

下
図
か
ら
、
商
工
業
者
の
移
住
で
多

く
の
町
家
が
立
ち
並
ぶ
福
島
町
の
様

子
が
う
か
が
え
る
。
同
図
に
22
軒
の

「
大
工
」と
記
さ
れ
た
船
大
工
の
家
が

見
え
る
。
ま
た
、「
丸
亀
繁
昌
記
」は

「
年
毎
に
繁
茂
し
て
風
の
要
な
る
材

木
屋
の
繁
栄
は
新
た
に
甍
を
な
ら
べ

建
続
く
」と
、材
木
商
の
町
で
も
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。 

　
江
戸
後
期
、
福
島
町
は
西
平
山
町

と
と
も
に
金
毘
羅
参
詣
客
の
上
陸
地

と
し
て
繁
栄
し
た
。
「
西
讃
府
志
」

の
家
数
１
９
８
、
人
数
９
８
９
は
町

の
発
展
を
示
し
て
い
る
。
町
の
東
側

入
海
に
船
舶
所
が
あ
っ
た
が
、
参
詣

客
の
増
加
に
応
じ
て
文
化
３
年
（
１

８
０
６
年
）
、
福
島
堪
甫
が
築
造
さ

れ
た
（
文
政
城
下
図
に
は
町
の
北
側

に
堪
甫
が
記
さ
れ
て
い
る
）
。
東
西

１
町
１
間
、
南
北
50
間
、
入
口
18
間
、

満
潮
時
の
深
さ
１
丈
余
で
、
築
造
に

役
夫
延
べ
５
万
人
余
、
扶
持
米
４
０

３
５
石
、
石
工
賃
銀
18
貫
を
要
し
た

と
い
う
記
録
が
あ
る
。 

　
　
　
【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

　
１
町
＝
６０
間
（
約
1
0
9
誡
） 

　
１
間
＝
約
1
8
2
詢
� 

　
１
丈
＝
１０
尺
（
約
3
誡
） 

　
１
貫
＝
1
0
0
0
匁
（
3
・
７５
誅
誥
） 

こ
ん 

ぴ 

ら 

さ
ん 

け
い 

せ
い 

さ
ん 

ふ 

け
ん 

や
く 

ぎ
ん 

た
て 

つ
づ 

た
ん 

ぽ 

し 

か 

こ 

ぼ
う 

や
く 

ほ
し 

か 

お 

ふ 

し
お 

い
ら
か 

も
ん
め 

福島町 

浜町 



骨付鳥ならお任せ！ とっとタクシー 
　10月10日「丸亀とっとの日」に、鶏をデザインした
行灯やステッカーを張った「とっとタクシー」が登場し
ました。丸亀地区タクシー組合と市観光協会が、骨付鳥
をＰＲするために企画。骨付鳥に精通した運転手が、好
みに合う店を紹介して、送迎します。出発式では、獅子
舞や骨付鳥の無料配布などが行われ、ＪＲ丸亀駅前は骨
付鳥愛好家らでにぎわいました。 
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9.29

9.28

10.10

10.12

秋の味覚狩り 
塩屋保育所で栗拾い 
　秋晴れの空の下、塩屋保育所で
栗拾いが開かれました。園庭に栗
の木を用意し、栗の実を同保育所
の園児126人と金倉保育所の5歳
児27人が、牛乳パックで作ったか
ごを片手に拾いました。かごいっ
ぱいに拾った栗の一部は、給食で
栗ご飯に調理され、子どもたちは
笑顔で「おいしいね」と旬の味覚
を味わっていました。 

うどんを振る舞い安全な運転を 
　秋の全国交通安全運動の一環として、市交通対
策協議会が、うどんを振る舞いながら安全運転を
呼び掛けるキャンペーンを綾歌町の勝福寺前で行
いました。丸亀交通安全協会や栗熊保育所の園児
らが呼び掛け、ボランティア碧空会が手打ちうど
ん550食を「うどんのように運転も気長に」と
ドライバー一人ひとりに提供しました。 
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読書の秋に図書館探訪 
　普段は見られない図書館の裏
側を見てもらう「ライブラリー
ツアー」が中央図書館で行われ
ました。一般の人を対象に初め
て開催したツアーの参加者9人
は、17万冊を所蔵する閉架書庫
などを巡り、蔵書の説明を聞い
たり、職員に質問したりと図書
談義に花を咲かせていました。
戦前の図書を見た参加者は「想
像以上に貴重な資料があり驚き
ました」と話していました。 
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歴史にふれながら
街道巡り 
　金毘羅街道の風物
詩「ちょっと寄り道こ
んぴら街道2010」
秋編が始まりまし
た。みちくさナビゲ
ーターが地域の魅力
を歩きながら案内する同イベントは、今回中讃3市4町で30コースを
開催。参加者は小雨の中、ＪＲ丸亀駅から丸亀城までの2.5襭をゆっく
り3時間かけて街道の歴史文化を楽しんでいました。 

こん ぴ ら 

26
27
金 

29月 

土 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人老人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健康課 

 
生活課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 
人権相談 
定例農家相談 
サポステ出張職業相談 

福祉課 
人権課 
農業委員会 
商工観光課 

蘂24-8805 
蘂24-8811 
蘂24-8826 
蘂24-8816

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

法律相談 
年金・労働相談 
司法書士相談 

 
社会福祉協議会 

 
蘂22-5700

 
蘂24-8809

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・児童課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・社会福祉協議会 蘂22-5700

月 月 月 1111111111 暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 

１２ １３ 

行政相談　■市・■飯 　午前10時～午後3時  
定例農家相談■飯 　午前9時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 

1 月 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

18木 

サポステ出張職業相談 栗熊 ◯コ　午前10時～午後5時  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半（要予約 蘂24-8806） 

25木 
法律相談　●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
サポステ出張職業相談　■市 　午前10時～午後4時  
1歳6か月児健康診査　●飯 　午後1時半～2時半 

11木 

2

6

火 

弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 土 

8 0歳児の広場（6か月まで）　●ひ 　午前10時～11時半 月 

20土 

13土 

30 0歳児の広場　●飯 　午前10時～11時半 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  

火 

15月 

□内 　瀬戸内クリニック 蘂28-1511 
□整 　柴田整形外科クリニック 蘂28-2700 
□整 　竹川整形外科クリニック 蘂98-2600

3 水 

□小 　にししょう小児科内科医院 蘂21-1515 
□外 　笠井外科胃腸科 蘂23-4666 
□歯 　嶋田歯科医院（琴平町） 蘂75-4172 午前9時～正午 

14日 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半  
歩行プール夜間説明・女　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

5 金 

□内 　ふたご山クリニック 蘂24-8000 
□外 　広瀬医院 蘂23-1641 
□歯 　うつみ歯科医院（琴平町） 蘂75-4182 午前9時～正午 
子育て一日相談 郡家 ◯コ　 蘂28-6807

21日 

　「電話で勧められ、断ったはずなのに商品が届いた」「応募し

ていないのに『当選した』といって商品が届き、お金を請求され

た」などの悪質なトラブルが多く発生しています。 

　電話の相手や内容をしっかり確認し、必要が無ければきっぱり

と断りましょう。電話勧誘の場合は、8日以内ならクーリング・

オフ（無条件解約）が可能です。 

　消費生活に関する相談は、下記相談窓口にご連絡ください。 

　　　　蘆県消費生活センター（相談専用） 蘂087-833-0999 

　　　　蘆中讃県民センター 蘂62-9600

断ったのに届く商品に注意 

19金 

□内 　丸亀おのクリニック 蘂22-3902 
□小 　杢保小児科医院 蘂98-2010 
□整 　中山病院 蘂23-0231 
□歯 　塩田歯科医院（琴平町） 蘂75-3497 午前9時～正午 

28日 

□内 　こうの内科クリニック 蘂23-1119 
□整 　石川整形外科クリニック 蘂23-8100 
□歯 　平田歯科医院（まんのう町） 蘂79-2113 午前9時～正午 
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時～正午 

7 日 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
定例農家相談　■市 　午前9時～正午  
障害者（児）相談 栗熊 ◯コ　午後1時半～3時  
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809）  
0歳児の広場　●綾 　午前10時～11時半 

10水 

4 3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
歩行プール夜間説明・男　●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 木 

16 年金・労働相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
離乳食講習　●綾 　午前10時～11時半 火 

17 法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 

22 0歳児の広場（7か月以降）　●ひ 　午前10時～11時半  
栄養相談　●飯 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

23 □内 　曽根クリニック 蘂21-1711 
□整 　整形外科・小児科安藤医院 蘂22-5496火 

24 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 

12 離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半 金 

9 法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 火 

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月・火・水曜日 

木曜日 

金曜日 

月・火・水曜日 

木曜日 

金曜日 

時　　間 相談場所 
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＊中讃ケーブルビジョン１７chで放送中 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

事　故  113件 

死　者  0人 

負傷者  140人 

人　口 110,767人（＋  4） 
　男　  53,594人（＋18） 
　女　  57,173人（－14） 
世帯数　43,018世帯（＋21） 

日　時＝11月21日豸まで 
　　　　午前9時半～午後4時半 
場　所＝資料館1階展示室 
入館無料  月曜日休館 

狩
野
派
の 

　
　
　
粋
と
雅
展 

URL http://www.marugame-kyotei.jp/
蘂22-5366資料館だより 
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国民健康保険税/4期分 
介護保険料/4期分 
後期高齢者医療保険料/5期分 

（　　　　　　） 納期は 
11月10日～30日 

11月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

救 急 出 動  339件 

火災の発生  3件 

 

１４ １５ 

　ふるさと健康ウオークin丸亀参加者 
■時11月23日豢午前9時開会式 
■所丸亀城資料館前芝生広場集合 
内容＝飯野山登山コース①飯野町側
　（15襭）、②飯山町側（16襭）、
　中津万象園コース（10襭） 
■料無料 
■他弁当、雨具など持参 
■申11月18日貅までに生涯学習課 蘂
　24-1392 
 
 
 
 
 
 

　病態別栄養教室受講生 
　血糖値が気になる人向けに管理栄
養士が講話と調理実習。 
■時11月30日貂午前9時半～午後1時
■所ひまわりセンター 
■定30人（申込順） 
■料300円 
■他米半合、エプロンなど持参 

■申11月8日豺から22日豺までに健康
　課 蘂24-8806 

　丸亀うちわ技術・技法講座受講生 
■時11月6日貍～21日豸午前9時～午
　後5時（月曜休講） 
■所うちわの港ミュージアム 
■申同ミュージアム 蘂24-7055 
 
 

　第10回笠島まち並ふれあい祭 
■時11月23日豢午前10時～午後3時
■所本島町笠島まち並保存地区ほか 
内容＝よさこいダンス、獅子舞、歴
　史講演会、ウオーキング、塩飽勤
　番所・まち並保存センター無料公
　開、バザーほか 
■他丸亀・本島間で船の増便あり 
■問笠島まち並保存協力会 蘂27-3222 

　東小川児童センターから 
●図書館うさぎがやってくる 
■時11月10日貉午前10時～11時 
●のび～るへびくんを作ろう 
■時11月20日貍、27日貍午後1時半
　～3時 
■定10人 
■料100円（材料費として） 
■申同センター 蘂56-8778 

　飯山総合学習センターの講座 
●親子ふるさと料理教室 
　しっぽくそば、てっぱいを作ろう。 
■時11月14日豸午前9時 
■対小学生と保護者 
■定10組（申込順） 

■料１組300円 
■他エプロン、三角きん、タオル、筆
　記用具など持参 
■申11月2日貂から同センター 
●親子で歌ってあそぼう 
■時11月18日貅午前10時半～11時半
■対3～5歳児と保護者 
■定20組（申込順） 
■料無料 
■申11月2日貂から同センター 
●星の観察会 
■時11月27日貍午後6時～8時（雨天
　の場合は中止） 
■料無料 
■他小学生以下は保護者同伴 
■申同センター 蘂98-3319 

　子育て支援講演会 
　ＮＰＯ法人ラーフの毛利公一理事
長を講師に迎える。 
■時11月25日貅午前10時～11時半 
■所ひまわりセンター 
■他15人までの託児あり（要予約） 
■問健康課 蘂24-8806 

　エコ丸工房へ行こう 
●リサイクルフェア 
■時11月7日豸午前9時半～午後1時半
■所クリントピア丸亀 
《赤ちゃんのガラスの足型》 
■時11月21日豸、28日豸 
■所クリントピア丸 
　亀エコ丸工房 
■対足のサイズが12 
　襤以下の赤ちゃん 
■料8000円（桐箱、名札付き） 
■申クリントピア丸亀 蘂56-1144

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■料料金  
■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 

市の動き（10月1日現在）前月比 交通事故（9月） 救急・火災件数（9月） 

　生涯学習センターの講座 
●目かくしをして紙粘土で作ろう 
　第75回県展・彫刻の部で知事賞受
賞の山田果林さんを講師に迎える。 
■時11月14日豸午後1時半～3時半 
■所同センター 
■対小中学生 
■定20人（申込順） 
■料500円 
■申同センター 蘂23-1091 

　2010菊フェスティバル 
　あやうたふるさとまつり 
■時11月6日貍、7日豸 
■所NEWレオマワールド 
■他◯綾と会場を結ぶシャトルバスあり 
■問商工観光課 蘂24-8816 

　図書館から 
●おはなし会 
中央図書館＝11月27日貍午後3時 
飯山図書館＝11月6日貍午前10時
　半、13日貍午後2時 
●子ども日曜テレビシアター 
■時11月7日豸、21日豸午後1時半 
■所中央図書館 
■対幼児、小学生 
●図書館80周年記念展示 
■時11月11日貅～28日豸 
■所中央図書館 
●図書館80周年記念講演会 
　本のソムリエ「団長」が、「１冊
の本との出会いで人生は変わる！」
と題して講演。 
■時11月13日貍午前10時～11時半 
■所生涯学習センター3階ホール 
■料無料 
●読書感想文入選作品展 
綾歌図書館＝11月10日貉～16日貂 
飯山図書館＝11月19日貊～28日豸 

●「ＭＹしおり」を作ろう！ 
■時11月20日貍午後1時半 
■所中央図書館 
■対幼児、小学生 
■定20人 
■料無料 
●ブックバンク（本の交換会） 
■時11月21日豸午前10時～午後2時 
■所中央図書館 
●「私が選ぶ1冊！」募集中 
　図書館80周年記念イベント期間中
（11月28日豸まで）にお気に入りの
1冊を100字程度のエピソードを添
えて紹介してください。中央・綾歌・ 
飯山図書館に応募用紙を設置してい 
ます。 
■問中央図書館 蘂22-3746 
●ブックスタート 
　3か月児健康診査時にお薦めの絵
本をお渡しします。3か月児健康診
査の日程は、13詆をご覧ください。 
 
 

　児童扶養手当の申請を 
　8月から父子家庭にも支給 
　今年8月から、いわゆる父子家庭
にも児童扶養手当が支給されるよう
になりました。8月分から受給する
ためには、11月末までに申請を。11
月を過ぎると申請の翌月分から支給
されます。 
　なお、児童扶養手当は受給要件や
所得制限があります。 
■問児童課 蘂24-8808 

　麻しん・風しん混合予防接種 
　幼稚園年長児、中学１年生、高校
3年生対象の接種期間は3月末まで
です。母子手帳か予防接種手帳に接
種履歴がない人は、早目に接種して

免疫を強固にしましょう。 
■問健康課 蘂24-8806 

　健康課からお詫びと訂正 
　先月号に同封したインフルエンザ
チラシに誤りがありました。 
正）おおやま耳鼻咽喉科 蘂21-8733 
正）みやの外来クリニック 蘂25-2444 
　訂正してお詫び申し上げます。 
■問健康課 蘂24-8806 

　健やかに伸びよう伸ばそう青少年 
　11月は青少年健全育 
成強調月間です。一人 
ひとりができることか 
ら始めましょう。 
■問少年育成センター 
　蘂22-6886 

　宝くじは地域活動を支援しています 
　譛自治総合センターは、宝くじ助
成事業として地域活動を支援してい
ます。以下の団体が助成を受けて備
品を購入しました。 
岡田コミュニティ：テント、座いす、
　座卓、間仕切り、コピー機ほか 
川西コミュニティ：放送設備、テレ
　ビ、レコーダーほか 
城北地区自主防災会：ゴムボート、
　救命胴衣、救命浮輪、水中ポンプ、
　災害用軽量車いすなど 

きり 

　平成23年度市立幼稚園入園児募集 
募集期間＝11月1日豺～19日貊午前9時～午後4時半 
　　　　　（土・日曜、祝日を除く） 
1年保育：平成17年4月2日～18年4月1日生まれ 
2年保育：平成18年4月2日～19年4月1日生まれ 
3年保育：平成19年4月2日～20年4月1日生まれ 
《入園先》 
●旧丸亀市の幼児＝旧丸亀市の幼稚園（本島は4・5歳児のみ） 
●綾歌町の幼児＝あやうた幼稚園 
●飯山町の幼児＝3歳児はあやうた幼稚園。4・5歳児は小学校区と同
　　　　　　　　じ園区の飯山南または飯山北幼稚園。（4・5歳児は
　　　　　　　　預かり保育あり） 
　入園申込書や幼稚園の概要説明書は各園にあります。電話か各幼稚園
を訪問して相談してください。なお、学校教育課でも対応します。 

《連絡先》 

●西幼稚園──────蘂22-4330 

●城北幼稚園─────蘂22-6107 

●城坤幼稚園─────蘂22-3901 

●城東幼稚園─────蘂22-3582 

●城辰幼稚園─────蘂28-7302 

●郡家幼稚園─────蘂28-7116 

●本島幼稚園─────蘂27-3416 

●あやうた幼稚園───蘂86-3011 

●飯山南幼稚園────蘂98-4024 

●飯山北幼稚園────蘂98-4023

デイリースポーツカップ《ナイター》 

 11/1豺 2貂（10/28貅～） 
ＧⅠ常滑57周年《場外発売》 

 1豺（10/27貉～） 
オール女子戦（芦屋） 

 2貂 3豢 4貅  
  《場外発売、3豢・4貅はＢＰ丸亀・朝倉のみ》  

新鋭リーグ（大村）《場外発売》 

 3豢 4貅《場外発売、両日ともＢＰ丸亀・朝倉のみ》  
ＧⅠダイヤモンドカップ《ナイター》 

 5貊 6貍 7豸 8豺 9貂10貉  
ＧⅠ戸田54周年《場外発売》 

 5貊 6貍 7豸 8豺 9貂10貉  
女子リーグ第12戦（津）《場外発売》 

 13貍14豸《場外発売、13貍はＢＰ丸亀・朝倉のみ》 

ＧⅡモーターボート大賞（芦屋）《場外発売》 
 14豸15豺16貂17貉18貅19貊  
日本モーターボート選手会会長杯《ナイター》 
 15豺16貂17貉18貅19貊 20貍  
オール女子戦（常滑） 
 20貍 21豸 22豺 23豢  
  《場外発売、21豸・22豺はＢＰ丸亀・朝倉のみ》  
SG第13回チャレンジカップ（唐津）《場外発売》 
 23豢 24貉 25貅 26貊 27貍 28豸  
ＧⅢＪＲ九州ビートル杯（若松）《ナイター場外》 
 23豢 24貉 25貅 26貊 27貍 28豸  
  《23豢～26貊はＢＰ丸亀・朝倉のみ、23豢、27貍、28豸はリレー発売》  
サンケイスポーツカップ《ナイター》 
 27貍 28豸 29豺 30貂（～12/2貅） 
女子リーグ第13戦（多摩川）《場外発売》 
 29豺 30貂（～12/2貅） 

学校教育課 
蘂24-8821

募 集  
催 し  

お 知らせ 



蘂23-4141 
（火曜日休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜日休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

好評発売中 11月8日豺 
出演者＝坂東三津五郎 
　　　　尾上松緑ほか 
①午後1時半 ②午後6時 
●入場料＝Ｓ7000円ほか 
　　　　　　（全席指定席） 

12月4日貍予選､5日豸決勝 
　　　　出場者募集 

松竹大歌舞伎 

第1回丸亀・水森英夫杯 
カラオケ選手権大会 

好　評 
発売中 

12月19日豸午後2時開演 
指揮＝林　直之 
●入場料＝一般2000円ほか 

2010まるがめ第九演奏会 

11月23日豢 
午後1時 
｢きな子～見習い警察犬の物語｣  
　　　　　　　　　（有料）ほか 
●入場料＝500円（前売り） 
　　　　　　（全席自由席） 

さぬき映画祭2010

 

県
立
丸
亀
病
院
公
開
講
座 

■時
１１
月
5
日
貊
午
後
1
時
半
〜
3
時 

■所
同
病
院
３
階
大
会
議
室 

■内
長
楽
鉄
乃
祐
院
長
に
よ
る
講
演「
女

　
も
つ
ら
い
よ
〜
女
性
の
メ
ン
タ
ル

　
ヘ
ル
ス
〜
」 

■料
無
料 

■問
同
病
院
総
務
企
画
課
（
蘂
2
2
― 

　
2
1
3
1
） 

 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
丸
亀 

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー 

■時
１１
月
２８
日
豸
午
前
１０
時
〜
午
後
4

　
時 

■所
市
民
会
館 

■内
衣
料
・
食
品
の
販
売
、喫
茶
コ
ー
ナ

　
ー
、
讃
岐
か
が
り
手
ま
り
・
紙
彫

　
刻
の
展
示 

■料
無
料 

■問
三
野
さ
ん（
蘂
3
2
―
4
5
6
3
） 

 

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
、ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
運
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。 

 

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会 

■時
１１
月
１１
日
貅
午
後
2
時
半
〜
4
時

　
半 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー 

■内
宇
多
津
浜
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
大
西
郁

　
子
先
生
に
よ
る
講
演
「
リ
ウ
マ
チ

　
患
者
さ
ん
に
行
う
検
査
」
 

■料
無
料 

■問
Ｒ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会
事
務
局
・
松
田

　
さ
ん
（
蘂
2
2
―
2
5
8
2
） 

 

通
町
商
店
街
か
ら 

●
第
２４
回
通
町
秋
寅
寄
席 

■時
１１
月
２６
日
貊
午
後
7
時 

■所
通
町
商
店
街
「
秋
寅
の
館｣ 

■料
1
0
0
0
円 

●
第
７５
回
み
た
か
ら
市 

■時
１１
月
２７
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
3

　
時 

■所
通
町
商
店
街 

■問
同
商
店
街
・
三
野
さ
ん
（
蘂
2
2 

　
―
4
8
2
1
） 

 

小
品
盆
栽
展
示
会 

■時
１１
月
5
日
貊
〜
7
日
豸
午
前
１０
時

　
〜
午
後
4
時
（
7
日
豸
は
午
後
3

　
時
ま
で
） 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■内
小
品
盆
栽
・
山
野
草
な
ど
の
展
示
、

　
即
売 

■問
京
極
盆
友
会
・
山
本
さ
ん
（
蘂
2

　
3
―
9
1
2
7
） 

 

第
２４
回
さ
ぬ
き
ひ
ょ
う
た
ん
祭
り 

■時
１２
月
4
日
貍
午
前
１１
時
〜
午
後
4

　
時
、
5
日
豸
午
前
9
時
〜
午
後
4

　
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
展
示
室 

■内
讃
岐
愛
瓢
会
会
員
に
よ
る
作
品
の

　
展
示
、栽
培
・
加
工
相
談
、栽
培
こ

　
よ
み
・
ひ
ょ
う
た
ん
の
無
料
配
布 

■問
同
会
事
務
局
・
三
宅
さ
ん
（
蘂
2
 

　
5
―
0
3
1
5
） 

   

ア
イ
レ
ッ
ク
ス
か
ら 

●
う
た
ご
え
喫
茶 

■時
１１
月
6
日
貍
午
後
1
時
〜
3
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
小
ホ
ー
ル 

■定
６０
人
（
申
込
順
） 

■料
1
2
0
0
円
（
ド
リ
ン
ク
１
杯
、

　
歌
詞
集
付
き
） 

■申
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
（
蘂
8
6
―
6
8

　
0
0
） 

●
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
・
パ
ー
テ
ィ
ー 

　
真
剣
な
交
際
・
結
婚
を
目
的
と
す

る
男
女
を
募
集
し
ま
す
。 

■時
平
成
２３
年
1
月
２９
日
貍
午
後
6
時

　
〜
9
時 

■所
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
小
ホ
ー
ル 

■対
２２
歳
〜
４０
歳
の
男
性
（
市
内
在
住

　
か
在
勤
）、
２０
歳
〜
４０
歳
の
女
性 

■定
男
女
そ
れ
ぞ
れ
３０
人
（
申
込
順
） 

■料
3
0
0
0
円（
男
性
）、
2
0
0
0

　
円（
女
性
） 

■申
１１
月
１３
日
貍
か
ら
ア
イ
レ
ッ
ク
ス 

　
（
蘂
8
6
―
6
8
0
0
） 

 

初
め
て
の
「
里
山
歩
き
」
入
門 

■時
１２
月
１０
日
貊
、
平
成
２３
年
1
月
１４ 

　
日
貊
、
2
月
１１
日
豢
、
3
月
１１
日 

　
貊
、
4
月
8
日
貊
、
5
月
１３
日
貊

　
い
ず
れ
も
午
前
9
時 

■所
飯
野
山
ほ
か 

■定
３５
人
（
申
込
順
） 

■料
6
0
0
0
円
（
全
6
回
分
、
保
険

　
料
含
む
） 

■申
市
体
育
協
会
（
蘂
2
4
―
6
2
5
 

　
1
） 

 

綾
歌
剣
道
ク
ラ
ブ
・
綾
武
館 

■時
毎
週
火
・
金
曜
午
後
7
時
半
〜
9

　
時
（
年
長
・
小
学
生
）
、
午
後
9

　
時
〜
１０
時
（
中
学
生
以
上
） 

■所
綾
歌
中
学
校
武
道
場 

■他
１１
月
に
体
験
教
室
を
開
催（
無
料
） 

■問
同
ク
ラ
ブ
・
上
田
さ
ん
（
蘂
0
9

　
0
―
4
5
0
8
―
8
0
1
5
） 

 

地
域
で
子
育
て
支
援
し
ま
せ
ん
か 

　
子
育
て
支
援
事
業（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
子

育
て
の
援
助
を
し
て
く
れ
る
「
ま
か

せ
て
会
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
員
登
録
に
は
、
「
ま
か
せ
て
会
員

養
成
講
座
」
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

●
第
3
回
講
座
開
催
日 

■時
１１
月
２５
日
貅
午
前
9
時
半
〜
午
後

　
3
時
４０
分
、
２６
日
貊
午
前
9
時
半

　
〜
午
後
2
時
４０
分 

■所
飯
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

■問
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
蘂
5
6
― 

　
8
1
7
0
） 

 

１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■申
申
し
込
み  

■他
そ
の
他 

■問
問
い
合
わ
せ 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

杉本博司  アートの起源［科学］ 

観念の形011 負の定曲率曲面、回転面, 2008 
狡Hiroshi Sugimoto / Courtesy of Gallery Koyanagi

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで) 
※11月23日豢は、開館記念日のため 
　全館観覧無料｡ 

観覧料：一般950円（760円） 
　　　　大学生650円（520円） 
※（　）は前売りと20人以上の団体料金 

11月21日豸～平成23年2月20日豸 
（年末休館：12月25日貍～31日貊） 

香
川
小
児
病
院 

時
間
外
選
定
療
養
費
を
徴
収 

　
同
病
院
で
は
、
救
急
患
者
や
重
症

入
院
患
者
の
診
療
に
専
念
す
る
た
め
、

「
時
間
外
選
定
療
養
費
」
を
別
途
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

■時
１１
月
1
日
豺
午
後
5
時
か
ら 

■対
夜
間
・
休
日
救
急
外
来
受
診
者 

■料
3
1
5
0
円
（
保
険
診
療
分
外
） 

■問
同
病
院
（
蘂
6
2
―
0
8
8
5
） 

 

道
路
交
通
の
調
査
に
ご
協
力
を 

　
「
平
成
２２
年
度
全
国
道
路
・
街
路 

交
通
情
勢
調
査
（
道
路
交
通
セ
ン
サ 

ス
）」と
し
て
、
１１
月
に
自
動
車
の
利

用
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。 

調
査
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■対
平
成
２２
年
6
月
末
現
在
登
録
済
み

　
の
車
両
名
簿
か
ら
無
作
為
に
選
定 

■問
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

　
ン
タ
ー
（
薔
0
1
2
0
―
6
1
0

　
―
0
6
7
） 

 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

全
国
一
斉
電
話
相
談
強
化
週
間 

■時
１１
月
１５
日
豺
〜
２１
日
豸
午
前
8
時

　
半
〜
午
後
7
時
（
土
・
日
曜
は
午

　
前
１０
時
〜
午
後
5
時
）
 

相
談
員
＝
人
権
擁
護
委
員
、
高
松
法

　
務
局
職
員
 

相
談
電
話
＝
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

　
イ
ン
（
蘂
0
5
7
0
―
0
7
0
―
 

　
8
1
0
）
 

 ｢

年
末
調
整｣

説
明
会 

■時
①
１１
月
１５
日
豺
市
民
会
館 

　
②
１６
日
貂
ア
イ
レ
ッ
ク
ス 

　
③
１７
日
貉
善
通
寺
市
民
会
館 

　
い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
4
時 

■他
事
前
に
送
付
す
る
関
係
書
類
を
持

　
参 

■問
丸
亀
税
務
署
・
法
人
課
税
第
１
部

　
門
（
蘂
2
3
―
2
2
2
1
） 

 

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
の 

み
な
さ
ん
へ 

　
特
別
給
付
金
の
請
求
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。 

■時
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
6
時（
土
・

　
日
曜
、
祝
日
は
休
館
） 

■対
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
２２
年

　
6
月
１６
日
現
在
、
日
本
国
籍
を
有

　
す
る
人 

■申
平
成
２４
年
3
月
３１
日
ま
で
に
、
貎独

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
・
事
業

　
部
特
別
給
付
金
担
当
（
蘂
0
5
7
 

　
0
―
0
5
9
―
2
0
4
）
か
（
蘂

　
0
3
―
5
8
6
0
―
2
7
4
8
）。 

 

香
川
労
働
局
か
ら 

《
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
》 

　
労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）

を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、

労
働
保
険
（
労
災
保
険
、雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

■問
同
局
労
働
保
険
徴
収
室
（
蘂
0
8
 

　
7
―
8
1
1
―
8
9
1
7
） 

《
使
用
者
も
　
労
働
者
も 

　
最
低
賃
金
を
確
認
》 

　
県
最
低
賃
金
が
、
「
時
間
額
6
6
 

4
円
」
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。 

■問
同
局
賃
金
室
（
蘂
0
8
7
―
8
1
 

　
1
―
8
9
1
9
） 

 

香
川
高
等
専
門
学
校 

入
学
者
募
集
説
明
会 

■時
１１
月
２０
日
貍
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
市
民
会
館
2
階
第
１１
会
議
室 

■対
中
学
生
と
保
護
者 

■問
同
校
・
学
務
課
入
試
係
（
蘂
0
8
 

　
7
―
8
6
9
―
3
8
6
6
） 

 

市
民
会
館 

多
目
的
ル
ー
ム
を
新
設 

　
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
部
屋
で
軽
運
動

も
可
能
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

■問
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

踏
切
事
故
を
防
ご
う 

　
踏
切
で
警
報
機
が
鳴
っ
た
際
は
、

進
入
せ
ず
必
ず
停
ま
り
ま
し
ょ
う
。

無
理
や
り
進
入
す
る
と
、
死
傷
者
が

出
る
重
大
な
事
故
の
原
因
に
な
り
、

加
害
者
や
そ
の
家
族
に
、
ば
く
大
な

損
害
賠
償
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

■問
国
土
交
通
省
四
国
運
輸
局
・
鉄
道 

　
部
（
蘂
0
8
7
―
8
2
5
―
1
1 

　
8
0
） 

   

自
衛
官
採
用
試
験 

《
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
学
生
》 

第
一
次
試
験
＝
平
成
２３
年
１
月
２２
日 

　
貍 

■対
平
成
２３
年
4
月
現
在
、
１５
歳
以
上 

　
１７
歳
未
満
の
男
子 

受
け
付
け
＝
１１
月
1
日
豺
〜
平
成
２３ 

　
年
1
月
7
日
貊 

■問
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
（
蘂
2
 

　
3
―
6
4
2
0
） 

 

ひ
ょ
う 



健
康
じ
ゅ
く
！ 

今月のテーマ 

歯
科
検
診
の
思
い
出 

　
わ
た
し
が
丸
亀
市
歯
科
医
師
会

に
入
会
し
た
の
は
、
１
９
８
２
年

（
昭
和
57
年
）で
す
。
そ
の
こ
ろ
か

ら
既
に
、
歯
科
医
師
会
で
は
市
と

協
力
し
て
、
無
料
歯
科
検
診
や
離

島
歯
科
診
療
な
ど
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
歯
科
医
師
会

が
歯
の
衛
生
週
間
行
事
と
し
て
、

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
最
初
の
無

料
歯
科
検
診
を
市
役
所
ロ
ビ
ー
で

開
催
し
た
の
は
１
９
７
７
年
（
昭

和
52
年
）の
こ
と
で
す
。１
０
０
０

人
ほ
ど
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、

当
時
は
歯
科
医
師
の
数
も
少
な
く

１
人
が
何
十
人
も
検
診
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の
行
事
は
、

県
下
で
は
丸
亀
が
最
初
に
行
っ
た

も
の
で
、
今
で
は
県
下
す
べ
て
の

歯
科
医
師
会
の
あ
る
郡
市
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
成
人
の

検
診
も
加
わ
り
、
今
で
も
大
勢
の

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
地
域
福
祉
の

向
上
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。 

　
本
島
で
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

第
１
回
離
島
歯
科
診
療
が
行
わ
れ

た
の
は
１
９
８
０
年（
昭
和
55
年
）

の
こ
と
で
す
。
当
時
は
子
ど
も
の

数
も
多
く
、１
３
０
人
く
ら
い
診
察

を
し
た
で
し
ょ
う
か
。
暑
さ
で
う

だ
る
夏
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。そ
の
後
、離
島
で
の
診
療
事

業
は
、児
童
数
が
減
る
な
ど
で
１
９

９
３
年（
平
成
５
年
）の
第
14
回
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
が
、診
療
後

に
、き
れ
い
な
砂
浜
に
出
掛
け
、の

ん
び
り
過
ご
し
た
こ
と
な
ど
、
今

で
は
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
す
。 

　
検
診
は
、
わ
た
し
た
ち
に
と
っ

て
、
新
し
い
体
験
が
で
き
る
場
で

も
あ
り
ま
す
。
地
域
医
療
を
考
え

る
上
で
、
こ
の
体
験
は
随
分
と
役

に
立
っ
て
い
ま
す
。思
え
ば
、長
い

時
間
が
た
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

そ
ん
な
長
い
期
間
を
通
じ
て
の
お

付
き
合
い
こ
そ
が
我
々
に
と
っ
て

大
切
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
ホ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
長
い
お
付
き
合
い
が
で

き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　3日、8日、22日、23日、29日、30日 
●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　1日、3日、8日、15日、22日、 
　23日、29日、30日 
●飯山図書館（蘂98-2666） 
　1日、3日、15日、23日、29日、30日 

11月の休館日 

なかやみわ絵（学研教育出版） 
『どんぐりむらのぼうしやさん』 

山崎青樹著 
（美術出版社） 

『草木染～日本の 
  染色百二十色～』 

大作晃一、吹春俊光著（主婦の友社） 
『おいしいきのこ毒きのこ』 

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

　キノコ採りをすると

きに役立つおいしいキ

ノコ140種と注意した

い毒きのこ60種を紹介。

上手なキノコの見つけ

方や採り方、料理や保

存法も掲載。 

　ぽー、ちい、

くりんのドン

グリ３粒が、

新しい帽子屋

さんを開店。

ところがお客は、さっぱり来ません。

そこで、ぽーがお知らせの張り紙を

はりに行くと……。 

山
田
登
久
晃
会
長 

丸
亀
市
歯
科
医
師
会 

　豊かな自然の花鳥

風月を愛する生活か

ら生まれた日本の色。

古くから染められて

いた重ね染めや種々

の雑木で染色する染め方を紹介。 

 
子
育
て
支
援
講
演
会 

■時
１１
月
7
日
豸
午
後
1
時
半
〜
3
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

講
師
＝
元
少
年
院
院
長
・
中
野
レ
イ

　
子
さ
ん 

■定
4
7
0
人 

■料
無
料
（
整
理
券
が
必
要
） 

■申
福
祉
事
業
団（
蘂
2
3
―
1
0
9
1
） 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者 

■時
１１
月
7
日
豸
午
前
8
時
、
市
民
会

　
館
前
集
合 

■所
五
色
台
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
・

　
下
笠
居
コ
ー
ス
（
高
松
市
） 

■料
無
料 

■申
１１
月
3
日
貉
ま
で
に
、
し
わ
く
ハ

　
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
秋
山
さ
ん
（
蘂

　
2
2
―
2
9
6
8
） 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

《
青
年
海
外
協
力
隊
、 

　
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》 

■対
平
成
２３
年
4
月
1
日
現
在
２０
歳
か

　
ら
申
し
込
み
時
に
３９
歳
ま
で
の
日

　
本
国
籍
を
持
つ
人 

《
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、 

　
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
》 

■対
申
し
込
み
時
に
４０
〜
６９
歳
の
日
本

　
国
籍
を
持
つ
人 

締
め
切
り
＝
１１
月
8
日
豺 

■問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
ジ
ャ
イ
カ
）四
国
（
蘂

　
0
8
7
―
8
2
1
―
8
8
2
4
） 

 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
参
加
者 

■時
１１
月
１４
日
豸
午
前
8
時
半
、
市
役

　
所
前
集
合 

■所
栗
林
公
園
（
高
松
市
） 

■他
手
袋
、
帽
子
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

　
持
参 

■問
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
・
山
下
さ

　
ん
（
蘂
2
2
―
3
6
6
0
） 

 「
か
め
市
」
出
店
者 

■時
毎
月
第
2
・
4
土
・
日
曜
午
前
9

　
時
〜
午
後
4
時 

■所
富
屋
町
・
通
町
商
店
街 

■内
催
し
物
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か 

■料
1
ブ
ー
ス
1
0
0
0
円 

■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
が
わ
サ
ン
サ
ン
倶

　
楽
部
（
蘂
8
6
―
3
1
6
2
） 

 

第
１０
回
さ
ぬ
き
の
路
健
康
ウ
オ
ー
ク 

　
小
豆
島
寒
霞
渓 

「
表
神
懸
１２
景
・ 

裏
神
懸
8
景
」
を 

め
ぐ
る
約
8
誅
の 

コ
ー
ス
で
す
。 

■時
１２
月
5
日
豸
午
前
7
時
半
受
け
付

　
け
（
雨
天
決
行
） 

集
合
場
所
＝
飯
山
総
合
運
動
公
園
グ

　
ラ
ウ
ン
ド 

■定
1
3
5
人
（
申
込
順
） 

■料
3
5
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
飯
山
会
員
は
2
5
0
0
円
） 

■申
１１
月
２１
日
豸
午
後
5
時
ま
で
に
、

　
参
加
料
を
添
え
て
、
同
体
育
館
事

　
務
所
へ 

■問
同
公
園
体
育
館
（
蘂
9
8
―
6
8
 

　
0
0
） 

 

う
た
ご
え
喫
茶 

■時
１１
月
２７
日
貍
午
後
1
時
〜
3
時 

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー 

■定
1
0
0
人
（
申
込
順
） 

■料
1
2
0
0
円
（
ド
リ
ン
ク
１
杯
、

　
歌
詞
集
付
き
） 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら 

《
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
用
フ
ラ
ワ
ー 

　
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
ろ
う
》 

■時
１１
月
２７
日
貍
午
前
１０
時
〜
正
午 

■所
ス
ペ
ー
ス
1
1
4
（
本
町
） 

■定
１５
組
（
申
込
順
） 

■料
6
0
0
円 

■申
同
セ
ン
タ
ー（
蘂
2
3
―
6
2
1
5
） 

《
介
護
員
2
級
課
程
養
成
講
習
》 

■時
平
成
２３
年
1
月
7
日
貊
〜
2
月
１５

　
日
貂
の
２５
日
間 

■所
同
セ
ン
タ
ー 

■対
６０
歳
代
前
半
を
中
心
に
就
職
、
就

　
業
を
希
望
す
る
人 

■内
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
知
識
、技
術
、

　
訪
問
介
護
員
資
格
取
得
の
講
習 

■定
２０
人 

■料
無
料 

■申
１１
月
２２
日
豺
か
ら
同
セ
ン
タ
ー（
蘂

　
2
3
―
6
2
1
5
） 

 

商
工
会
議
所
青
年
部
講
演
会 

■時
１１
月
１４
日 

　
豸
午
後
2
 

　
時 

■所
ひ
ま
わ
り 

　
セ
ン
タ
ー 

■内
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
・
勝
谷
誠
彦
さ
ん

　
に
よ
る
講
演
「
こ
う
す
れ
ば
陽
は

　
ま
た
昇
る
」 

■定
4
0
0
人 

■料
無
料
（
整
理
券
が
必
要
） 

■申
同
会
議
所（
蘂
2
2
―
2
3
7
1
） 

 

歩
き
遍
路
交
流
会 

秋
の
由
加
山
１
日
ウ
オ
ー
ク 

　
由
加
山
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
約
１２

キ
ロ
を
散
策
し
ま
す
。 

■時
１１
月
２１
日
豸 

行
程
＝
午
前
9
時
Ｊ
Ｒ
丸
亀
駅
集
合

　
↓
Ｊ
Ｒ
児
島
駅
か
ら
徒
歩
で
田
の

　
口
港
↓
蓮
台
寺
（
精
進
料
理
と
拝

　
観
）
、
由
加
神
社
↓
Ｊ
Ｒ
上
の
町

　
駅
↓
午
後
６
時
Ｊ
Ｒ
丸
亀
駅
解
散 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
3
0
0
0
円
（
蓮
台
寺
の
昼
食
代

　
と
し
て
）・
交
通
費 

■申
大
岡
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
4
9
7 

　
9
―
2
0
1
1
） 

 

１９ １８ １８ 
広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8800）または市ホームページでご確認ください。 

か
ん 

か 

け
い 

お
も
て 

か
ん 

か
け 

花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500



キク：丸亀城大手門広場で開催
している菊花展。菊花同好会の
会員が丹精込めた作品をお楽し
みください（11月12日貊まで）。 

　
ズ
ド
ー
ン
と
い
う
大
音
響
と
共
に

教
室
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
散
っ
た
。

昭
和
20
年
の
秋
。
戦
争
は
２
か
月
前

に
終
わ
っ
た
は
ず
だ
が
、
と
大
人
た

ち
に
聞
く
と
、
旧
丸
亀
練
兵
場
（
現

在
の
東
中
学
校
）
に
残
る
武
器
や
弾

薬
を
進
駐
軍
の
命
令
で
償
却
中
、
埋

蔵
さ
れ
て
い
た
火
薬
に
引
火
し
て
大

爆
発
し
た
ら
し
い
。
小
学
校
一
年
生

の
時
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
私
は
18
歳
ま
で
城
北
小
学
校
の
南
、

今
は
埋
め
立
て
ら
れ
た
汐
入
川
西
の

「
土
手
の
丁
」
と
呼
ば
れ
た
路
地
で

過
ご
し
た
。「
ハ
ッ
サ
ン
」
と
呼
ば

れ
、
み
ん
な
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
少

年
時
代
。
学
校
か
ら
帰
る
と
日
が
暮

れ
る
ま
で
よ
く
遊
ん
だ
。
特
に
仲
が

よ
か
っ
た
の
が
、
隣
の
八
千
穂
さ
ん

と
そ
の
隣
の
健
ち
ゃ
ん
と
佳
彦
ち
ゃ

ん
の
兄
弟
。
彰
士
ち
ゃ
ん
や
ド
ン
グ

リ
目
の
ミ
ノ
ル
さ
ん
も
い
た
。 

　
大
八
車
し
か
通
ら
な
い
路
地
は
、

本
当
に
安
全
な
遊
び
場
だ
っ
た
。
鬼

ご
っ
こ
、
カ
ン
蹴
り
、
竹
馬
、
コ
マ

廻
し
な
ど
。
ラ
ム
ネ
玉
や
パ
ッ
チ
ン

札
の
保
有
数
は
少
年
た
ち
に
と
っ
て

の
勲
章
で
、
取
っ
た
り
取
ら
れ
た
り

で
一
喜
一
憂
し
た
も
の
だ
。
夏
に
は

縁
台
で
将
棋
を
し
、
正
月
に
は
健
ち

ゃ
ん
の
家
で
カ
ル
タ
取
り
に
興
じ
た

こ
と
も
忘
れ
が
た
い
思
い
出
で
あ
る
。 

　
テ
レ
ビ
な
ん
て
、
ま
だ
な
い
時
代
。

夕
方
に
な
る
と
紙
芝
居
が
毎
日
、
こ

の
路
地
に
も
や
っ
て
来
た
。
渋
い
声

で「
な
ん
ち
ゃ
ら
ウ
マ
イ
」と
呼
ば
れ

て
人
気
の
あ
っ
た
オ
ッ
サ
ン
に
、
め

っ
た
に
５
円
の
飴
を
買
わ
ず
に
列
の

後
ろ
で
た
だ
観
を
決
め
込
ん
で
い
た

私
は
、
よ
く
怒
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
18
歳
で
丸
亀
を
離
れ
、
大
阪
暮
ら

し
も
半
世
紀
を
超
え
た
。
ま
だ
現
役

で
広
告
屋
稼
業
を
続
け
て
い
る
多
忙

の
身
ゆ
え
、
帰
省
の
機
会
は
年
に
一

度
あ
る
か
な
い
か
。
そ
れ
だ
け
に
、

列
車
が
土
器
川
を
渡
っ
て
お
城
が
見

え
て
く
る
と
、
窓
に
額
を
く
っ
つ
け

て
目
を
凝
ら
す
72
歳
の
老
人
の
胸
に

そ
の
昔
、「
土
手
の
丁
」
の
ハ
ッ
サ

ン
少
年
の
心
に
刻
ま
れ
た
懐
か
し
い

記
憶
が
鮮
や
か
に
蘇
る
の
で
あ
る
。 

「
土
手
の
丁
」
の
少
年
ハ
ッ
サ
ン 

橋

野

　
博
さ
ん
（
７２
） 

風袋町出身。現在は
大阪市で広告会社を
経営する。「大阪丸
高同窓会」会長。 

花 便 り 今月の見ごろ 今月の見ごろ 

し
お 

よ
し 

ひ
こ 

あ
き 

お 

あ
め 

よ
み
が
え 

縁台将棋 土手の丁  

茨　城　勇良人ち
ゃ
ん 白　川　暖　絆ち

ゃ
ん 

しら かわ いばら ぎ は のの 

（H21.2.11生） 
土器町西1丁目 

わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家のわが家の 

アイアイドルドル 
わが家の 

アイドル 

募
集 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

★
申
し
込
み
は
、
秘
書
広
報 

　
課
蘂
2
4
―
8
8
0
0
へ 暖絆ちゃんとのおしゃべりが、今、

パパとママの一番の楽しみです螢 

と ゆ ら 

（H20.5.25生） 
中府町1丁目 

今は小さいその足で、まっ
すぐに歩んでください♪ 

㈱丸亀急配に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（蘂22-0503）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 
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こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

こ
の
2
枚
の
絵
は
、風
袋
町
出
身
で
現
在
、東
京

都
八
王
子
市
在
住
の
斉
藤
佳
彦
さ
ん
の
作
で
す 


